
十和田市立中央病院 
がん診療の状況 

2020年 初診症例 



１．がんの初診件数の推移（2009～2020年） 

○初診のがんの件数はゆるやかに増加しており、近年は年間で約７００例以上を診療しています。 



２．部位別の初診件数（2020年） 

○２０２０年初診症例を部位別にみると、大腸が１５４件で最も多く、次いで前立腺が７４件、胃が７１件となっています。 

2020年初診症例 704件 



○各部位の直近５年の初診件数の推移は以下のとおりです。 

３．部位別の初診件数の推移（2016～2020年） 











○症例区分は、がんの診断と初回治療を、自施設・他施設のいずれが担ったかの区分です。 

○当院は、区分２０（がんの診断・初回治療ともに自院で行った症例）が最も多く、２０２０年は４５４件でした。次いで区
分４０（他施設で初回治療後に当院でフォローアップ等を行った症例）が８９件、区分３０（他施設でがんと診断し、
当院で初回治療を行った症例）が７５件などとなっています。 

４．症例区分別の初診件数（2016～2020年） 



５．ステージ別の初回治療症例件数の推移（2016～2020年、症例区分20・30のみ） 

○当院で初回治療を行った症例（症例区分２０および３０）のステージ別の件数です。 
○一般に、ステージ0～Ⅰが早期がん、ステージⅡ以上が進行がんとされています。 



５．ステージ別の初回治療症例件数の推移（2016～2020年、症例区分20・30のみ） 






